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根入れ深さの測定原理

超音波

超音波による測定

2008.07.01

根入れ深さ測定は、超音波を使っています。

超音波とは人間の耳には聞こえない高い振

動数をもつ弾性振動波（音波）のことです。

超音波には、縦波（P波）、横波（S波）などが

ありますが、根入れ深さ測定では、横波の一

種である表面SH波を使っています。

根入れ深さ測定

L = T × V ÷ 2

L : センサから端面までの距離（m）
T : 発振した振動がセンサまで戻る時間（sec）

(t1 – t0)
V : 超音波伝搬速度（m/sec）

根入れ深さ測定は、センサから超音波振動

を発振し、その振動が端面で反射し再びセン

サに戻ってくるまでの時間を測定します。

振動が戻ってくるまでの時間(T)＝t1-t0

時間（T）に支柱の超音波伝搬速度（物質の

中を伝わる音の速さ）をかけることで、センサ

→端面→センサ間の距離を算出します。（往復

距離）

これを2で割ることによってセンサから端面ま

での距離が出ます。
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